
　母親の立場で2017年８月から編集委員を務めています。編集委員会で
は新しい未知の情報に触れる機会が多く、何より委員の皆さんが大変熱心
で親として胸がいっぱいになる時も多々あります。また、取材や座談会で
は医師や専門職の先生方、会員の方々から心に深く残る大変貴重なお話を
伺い、多くのことを学ばせていただいています。
　これまで何度も「波」に励まされ、救われました。昨年、協会の活動で息子の中学校の先生方にお渡
しした「波」の特集を執筆された先生とお会いし、5年越しでお礼を伝えることができました。最近
は東京都支部で行っている『麦の会（小・中・高親の会）』の仲間に執筆いただき、嬉し涙がこぼれる時
もあります。今後も日々感謝の気持ちをれずに活動をつづけてまいります。
　歳を重ねるごとに人との出会いの大切さを痛感します。今年の世界てんかんの日では、お子さん
やお孫さんがてんかんを発症してまもないというご家族からお話を伺い、「波」や支部情報誌を紹介
しました。「波」がてんかんと共に生きる方々の明日への活力となりますよう精一杯がんばります！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （編集委員　中村千穂）
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　2020年２月15日（土）北海道大学学術交流
会館にて標記の学会が開催されました。私たち
北海道支部は毎年９月と２月の２回開催されるこ
の学会場にブースを開き、書籍を展示し、ご参
加のてんかん専門医の先生とお話をさせていただ
いています。北海道にお住まいのてんかん専門
医の先生の大部分が参加されている学会です。
もちろん会場内部に入ることはできませんし、学
会の内容についても知ることはできませんが、私
どもにとっては多くの専門医の先生とコンタクトを

取ることが出来る数少ない機会となっております。
講演会でお世話になっている先生や、担当医とし
てお世話になっている先生もいらっしゃいます。
　また、ブースの出展では旭川医科大学精神医
学講座に設置されているてんかん学会地方会事
務局にお世話いただき、申し込みをしています。
　北海道は専門医の先生がたくさんいらっしゃる
地域です。今後もこの機会を大切にしていきたい
と思っています。

北海道支部北海道支部

年２回の貴重な機会です

２月15日（土） 日本てんかん学会北海道
　　　　　　  地方会ブース出展【２名】

ようこそ！ 全国各地から近況のレポートです！
これを読んで、あなたもお近くの集いに足
をはこんでみませんか？

▲会場の北海道大学学術交流会館
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アンナ・ウォルツ／作
野坂悦子／訳

発行：フレーベル館
発行年月：2020年3月
定価：1,400円(税別)
対象年齢：小学校高学年から
サイズ：20×14cm
頁数：260ページ

おいで、アラスカ！

　オランダの児童文学賞「銀の石筆賞」
を受賞し、野坂悦子さんが翻訳した物
語。てんかん啓発書ではありません。
12～13歳の主人公たち（少女パーケル
と少年スフェン）の日常の様子を、二人
の思いを交互に覗く形で物語が進みま
す。Keywordは強盗事件とてんかん。
そして、二人をつなぐのがアラスカ。日
本には居ない、てんかんのある人を支え
る介助犬。中学生のたわいもない行動、
子どもらしい悩みや不安が募る中、アラ
スカを通じて芽生える相手を思いやる
こころ。そして奇跡とも言えるクラス
の行動…。物語を通じて、てんかんがあ
ることへの不安、周囲の戸惑いや心ない

※本書は、当協会でも取り扱います。ホームページの準備が整うまでは、FAXでご注文ください。

行為、そしてオランダと日本の制度の違
いを見てください。二人がどうなるか
ハラハラしながら、てんかんについても
考えさせられます。野坂さんのメッセー
ジです。「立場も性格も違うパーケルと
スフェンに共通するのは、次の瞬間、な
にが起きるかわからない未来に、強い不
安を感じていること。自分自身である
とはどういうことか、人から違う目で見
られることをどう受け止めるか、生きる
ことへの不安、そしてその不安をも乗り
越える勇気…。（抜粋）」。二人のこころ
の機微を感じながら、とても感動する秀
逸な物語です。

 （紹介・田所 裕二）
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